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8年と2ヶ月半。

これが、私が分子研で過ごした期間

である。助教の平均在任期間がどのく

らいなのか知らないが、おそらく平均

より少し長かったかと思う。いろいろ

とオトナの事情もあったけれども、一

番の理由はやはり居心地が良かったと

いうことに尽きる。金銭、時間、設備

のすべての面で研究に専念させてもら

える環境が整っている、そんな所で過

ごしたこの8年間は私の研究者人生の

中でも充実した期間として記憶される

であろうと思っている。

昨今、大学レベルでも大規模な装置

が手に入るようになり、「分子研でな

ければできない」というような装置的

なアドバンテージがなくなりつつある

ことは、多くの研究者が認めているこ

とである。そういった意味で、共同利

用機関としての分子研のプレゼンスが

低下するのは、もはや仕方のないこと

だと私は思う。むしろ、分子研のウリ

はその「それほど大きくないけれども

それなりの規模」と「東京からそこそ

こ離れていること」を生かしつつ、よ

りアグレッシブに新しいことに挑戦し

ていく、そんな雰囲気を常に保ち続け

て所内外の若手研究者を鼓舞、啓発し

ていくような、日本の基礎科学研究に

おける駆け込み寺的な立ち位置ではな

いかと考えている。そういった精神で

行われた研究ならば、たとえそれが失

敗に終わったとしても、そこから学び、

経験したことを無駄にせず、分子研を

出た後でもそういう精神を持ち続けて、

新たな研究に挑む研究者が創られてい

くのではないだろうか（無論、私自身

もそうでありたいと思う）。以上、ちょっ

とまじめな話をしてみました。まあ中

年の戯れ言です。

あと世界中のいろいろな大学のキャ

ンパスと比較して思うことは、もう少

し分子研にも安らげる環境があっても

よいのではないだろうか。実験棟屋上

にカフェテリアを開設するとか、中庭

でウサギとリスの放し飼いをやってみ

るとか、正面の池で超高級錦鯉を飼っ

てみるとか、いかがだろうか。まあ中

年の戯れ言です。

今後もちょくちょく分子研にお邪魔

する予定があるので、また所内でお目

にかかることもあるでしょう。そんな

時は物珍しそうにチラ見するか、気軽

に声をかけてくれたらと思います。最

後になりましたが、分子研所属時にお

世話になったたくさんの人々に改めて

感謝したいと思います。中でも特に着

任当初からのメンバーであった大森教

授、技官の千葉さん、秘書の稲垣さん

にはこの場を借りて、お礼を申し上げ

ます。これは中年の戯れ言、ではなくて、

心からの感謝の意をこめて。
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